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継続的な利用促進策による効果とその変遷 
山崎 基浩 〔（公財）豊田都市交通研究所・弥富市地域公共交通活性化協議会委員〕 

野々村 航，杉江 稔，山中 淳 〔日本工営都市空間（株）〕 ／ 藤井 清和，村上 祐司 〔弥富市 市民協働課〕 

 

● 愛知県弥富市では、市内を
移動する地域公共交通とし
て「きんちゃんバス」と称する
路線定期型のコミュニティバ
スを３路線で運行している。 

● 弥富市地域公共交通計画に
基づき、さまざまな利用促進
策を講じる中で、毎年度、限
定した期間に利用可能な「お
試し乗車券」を全戸配布し、
その効果を検証している。 

● 平成23年度から継続して実
施している同施策の結果を
眺め、その効果と変遷を整理
し、報告する。 

背景と目的  弥富市の地域公共交通網 と 「きんちゃんバス」 

 

 

きんちゃんバス「無料お試し乗車券」による利用促進効果 

 

● 「無料お試し乗車券」による利用促進策を継続実施することで、毎年100名弱 程度の新規利用者を確保してきた。ただし、きんちゃんバスの利用者数
は緩やかな増加傾向を続けているものの、同施策が利用者の増加にどの程度寄与できているか、明らかにできていない。 

● 同施策による一定の成果が得られ、また、通常時の料金施策として無料対象者枠を拡げたため、令和7年度は10月の改編で運行を開始するデマンド
交通（チョイソコやとみ）の会員を対象とした利用促進策として展開する予定である。 

まとめ 

● 日運行便数：北部（平日・土曜11便）、南部（平日15便・土
曜10便）、東部（平日5便・土曜4便） 

● 運賃：大人200円／高校生100円（定期補助あり）／小中
学生・後期高齢者・障害者・高齢者の同伴者1名まで 無料 

● 利用者数は緩やかに増加の傾向が継続 

【無料お試し乗車券（令和6年度配布）】 

● ３枚綴りの「無料お試し乗車券」を市内全戸に配布
（平成26年度からは小学校で全児童に追加配布） 

● 裏面にアンケートを印刷し、利用者の属性や今後
の利用意向、利用回数などを把握 

● 回答から新規利用者を特定し、施策を評価 

● 利用枚数は毎年1,000枚
程度で推移 

● 新規利用者数は、平成24

年度（2年目）の 170人が
最多 

【利用状況と「きんちゃんバス」の新規利用者数】 

※ 新規利用者数の算出の考え方 

Q3：お試し無料乗車券配布以前、きんちゃん
バスを利用したことがありますか？ 
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ない
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無回答

n=1000

(63.4%、78) 

１回目（初めて）
(17.9%、22) 

２回目

(10.6%、13) 

３回目

(3.3%、4) 

４回目

(0.0%、0) 

５回以上

(4.9%、6) 

無回答

n=123

Q2：今回のお試し無料乗車券を使うのは何回
目ですか？ 

● 令和6年度の新規利用者は78人で、そのう
ち76人が「今後も利用したい」という意向 

この人たちが 
「新規利用者」 

【新規利用者の属性（年齢層）の変遷】 

● 「無料お試し乗車券」による新規利
用者の経年変化は、高齢者の割合
が減少し若年層が増加する傾向 

● 令和6年度（第14回）は、小中学生
は常時運賃無料化により対象外 
⇒ 市内の高校に同券を配布し高
校生の利用促進を図った 
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